
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年２月10日

【四半期会計期間】 第50期第３四半期（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

【会社名】 内外テック株式会社

【英訳名】 Naigai Tec Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　権田　浩一

【本店の所在の場所】 東京都世田谷区三軒茶屋二丁目11番22号

【電話番号】 ０３（５４３３）１１２３（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　米澤　秀記

【最寄りの連絡場所】 東京都世田谷区三軒茶屋二丁目11番22号

【電話番号】 ０３（５４３３）１１２３（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　米澤　秀記

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

 

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

 1/26



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

第49期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 6,930,05012,839,5033,062,7714,145,25310,596,276

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△232,742 232,275 6,594 52,709△162,898

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△181,774 207,615 5,465 59,460△113,818

純資産額（千円） － － 999,7691,303,1481,085,457

総資産額（千円） － － 8,307,96010,348,6218,690,170

１株当たり純資産額（円） － － 205.44 267.84 223.05

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△37.35 42.67 1.12 12.22 △23.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 12.0 12.6 12.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
284,391 361,519 － － 297,476

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△160,480△65,253 － － △192,100

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
136,831 79,146 － － △16,399

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,941,8152,145,4541,770,051

従業員数（人） － － 287 274 272

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第49期第３四半期連結会計期間及び第50

期第３四半期連結累計（会計）期間については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第49

期第３四半期連結累計期間及び第49期については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、連結子会社である内外テクノシステムズ株式会社については、平成22年11月11日開催の取締役会において解

散することを決議し、平成23年２月清算結了の予定であります。　

 

３【関係会社の状況】

連結子会社である内外テクノシステムズ株式会社については、平成22年11月11日開催の取締役会において解散する

ことを決議しておりますが、清算結了していないため、当第３四半期連結会計期間において連結の範囲に含めており

ます。　 　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 274(62)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー及び嘱託契約の雇用者を含み、人材会社からの派遣社員を除

く。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 123(18)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー及び嘱託契約の雇用者を含み、人材会社からの派遣社員を除く。）は、当第３四半期会計期間の

平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【受託製造、仕入、受注及び販売の状況】

(1）受託製造実績

　当第３四半期連結会計期間における受託製造事業の受託製造実績を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間 
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　前年同四半期比（％）　

受託製造事業（千円） 470,669 －

合計（千円） 470,669 －

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額は受託製造原価であり、また消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における販売事業の仕入実績を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間 
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　前年同四半期比（％）　

販売事業（千円） 3,340,789 －

合計（千円） 3,340,789 －

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）　

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）　

販売事業 3,902,721 － 1,239,596 －

受託製造事業 305,588 － 56,370 －

合計 4,208,310 － 1,295,966 －

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額は販売価格によっており、また消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間 
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　前年同四半期比（％）　

販売事業（千円） 3,837,370 －

受託製造事業（千円） 307,883 －

合計（千円） 4,145,253 －

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

東京エレクトロンＡＴ㈱ 734,765 24.0 859,453 20.7

東京エレクトロン東北㈱　 493,869 16.1 726,399 17.5

東京エレクトロン九州㈱　 415,696 13.6 761,381 18.4

３．上記の金額は販売価格であり、また消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の需要が鈍っていることやエコカー補助金などの政策

効果が途切れることなどの影響により、輸出や生産が頭打ちとなり、足踏み状態となりました。

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置及びＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製

造装置業界におきましては、パソコンなどデジタル家電の需要減速懸念を背景に装置の引合いが一部弱まりました

が、スマートフォンやタブレット端末向けがけん引する新市場が立ち上がり始めました。

こうした経営環境のもと、当社グループでは、製販一体の総合力の強化により受注獲得の取り組みを行ってまい

りました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は、取引先の受注回復の影響により41億45百万円（前年同四

半期比35.3％増）となりました。損益面では、営業利益62百万円（前年同四半期比460.5％増）、経常利益52百万円

（前年同四半期比699.3％増）、四半期純利益59百万円（前年同四半期比988.0％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①販売事業

  半導体・ＦＰＤ製造装置等の各種コンポーネンツ（部品）及び同装置の販売事業におきましては、半導体メー

カーの投資拡大による半導体製造装置メーカー等の受注増加により、売上高38億46百万円（前年同四半期比41.3％

増）、営業利益27百万円（前年同四半期比169.3％増）となりました。

②受託製造事業

　半導体・ＦＰＤ製造装置等の組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、取引先からの受注の

増加等により、売上高５億52百万円（前年同四半期比12.3％増）、営業利益25百万円（前年同四半期は営業損失９

百万円）となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間

末に比べ１億83百万円減少（前年同四半期は２億53百万円の増加）し、21億45百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は86百万円（前年同四半期は４億95百万円の増加）となりました。これは主に、仕入

債務の増加額１億１百万円及び税金等調整前四半期純利益61百万円等の増加要因があった一方、売上債権の増加額

32百万円及びたな卸資産の増加額73百万円等の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は22百万円（前年同四半期は12百万円の使用）となりました。これは主に、定期預金

の預入による増加額18百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億48百万円（前年同四半期は２億29百万円の使用）となりました。これは主

に、長期借入金の返済２億46百万円の支出によるものであります。

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。　

 

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ16億58百万円増加し、103億48

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が４億５百万円、売上高増加に伴う受取手形及び売掛金が　10

億38百万円及び商品及び製品が２億83百万円等流動資産が16億31百万円増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ14億40百万円増加し、90億45百万円となりました。この主な要因は、仕入高増加に

伴う支払手形及び買掛金が12億23百万円及び社債及び長期借入金（１年内を含む）の純増加額96百万円等が増加

したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億17百万円増加し、13億３百万円となりました。この主な要因は、利益剰余

金が１億93百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ12.5％から12.6％となりました。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はあり

ません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除去

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除去、売却等の計画はあ

りません。

 

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

 8/26



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,072,000 5,072,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 5,072,000 5,072,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 5,072,000－ 389,928－ 322,078

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

 

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式    205,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,863,000 4,863 －

単元未満株式 普通株式      4,000 － －

発行済株式総数 5,072,000 － －

総株主の議決権 － 4,863 －

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11-22
205,000 － 205,000 4.04

計 － 205,000 － 205,000 4.04

　（注）　当第３四半期末現在の自己株式数は206,576株となっております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 159 169 170 185 180 174 170 173 315

最低（円） 129 135 138 140 148 150 140 170 187

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,602,829 2,197,324

受取手形及び売掛金 ※2
 4,504,640 3,466,024

商品及び製品 833,887 549,949

仕掛品 43,660 35,735

原材料及び貯蔵品 38,961 39,342

その他 33,876 136,371

貸倒引当金 △7,033 △5,733

流動資産合計 8,050,823 6,419,014

固定資産

有形固定資産

土地 1,111,124 1,111,124

その他（純額） ※1
 379,932

※1
 384,330

有形固定資産合計 1,491,057 1,495,454

無形固定資産 14,654 17,169

投資その他の資産

その他 792,617 770,880

貸倒引当金 △531 △12,348

投資その他の資産合計 792,085 758,531

固定資産合計 2,297,797 2,271,156

資産合計 10,348,621 8,690,170

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 5,336,411 4,112,861

1年内返済予定の長期借入金 925,730 945,742

未払法人税等 7,080 9,313

賞与引当金 40,725 50,000

事業再編損失引当金 665 1,064

その他 291,146 151,771

流動負債合計 6,601,757 5,270,753

固定負債

社債 198,000 －

長期借入金 1,600,772 1,744,117

退職給付引当金 502,846 469,102

長期未払金 96,443 96,443

資産除去債務 13,459 －

その他 32,193 24,296

固定負債合計 2,443,715 2,333,959

負債合計 9,045,472 7,604,713

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

12/26



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 571,175 378,158

自己株式 △28,391 △28,254

株主資本合計 1,254,790 1,061,910

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 48,358 23,546

評価・換算差額等合計 48,358 23,546

純資産合計 1,303,148 1,085,457

負債純資産合計 10,348,621 8,690,170
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 6,930,050 12,839,503

売上原価 6,295,167 11,542,750

売上総利益 634,883 1,296,752

販売費及び一般管理費 ※
 849,769

※
 1,028,310

営業利益又は営業損失（△） △214,886 268,441

営業外収益

受取利息 2,781 2,268

受取配当金 2,542 2,632

受取賃貸料 － 7,176

仕入割引 2,236 5,037

助成金収入 11,029 359

その他 23,453 6,491

営業外収益合計 42,044 23,965

営業外費用

支払利息 54,878 52,997

その他 5,022 7,133

営業外費用合計 59,900 60,131

経常利益又は経常損失（△） △232,742 232,275

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,450 2,439

役員退職慰労未払金戻入益 53,362 －

固定資産受贈益 － 3,626

その他 1,943 234

特別利益合計 57,755 6,300

特別損失

減損損失 1,287 －

投資有価証券評価損 － 19,281

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

その他 － 54

特別損失合計 1,287 25,571

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△176,274 213,004

法人税等 5,499 5,388

少数株主損益調整前四半期純利益 － 207,615

四半期純利益又は四半期純損失（△） △181,774 207,615
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,062,771 4,145,253

売上原価 2,771,814 3,733,918

売上総利益 290,956 411,335

販売費及び一般管理費 ※
 279,815

※
 348,886

営業利益 11,140 62,448

営業外収益

受取利息 367 220

受取配当金 849 1,120

受取賃貸料 － 2,395

仕入割引 845 1,658

保険解約返戻金 6,244 －

その他 8,014 3,532

営業外収益合計 16,322 8,927

営業外費用

支払利息 18,527 17,542

その他 2,340 1,124

営業外費用合計 20,868 18,666

経常利益 6,594 52,709

特別利益

固定資産売却益 756 －

固定資産受贈益 － 3,626

投資有価証券評価損戻入益 － 4,820

その他 － 300

特別利益合計 756 8,746

特別損失

固定資産除却損 － 25

減損損失 778 －

特別損失合計 778 25

税金等調整前四半期純利益 6,573 61,429

法人税等 1,107 1,968

少数株主損益調整前四半期純利益 － 59,460

四半期純利益 5,465 59,460
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△176,274 213,004

減価償却費 39,185 36,823

減損損失 1,287 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,015 △10,517

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,758 △9,275

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,049 33,743

事業再編損失引当金の増減額（△は減少） △12,983 △109

受取利息及び受取配当金 △5,324 △4,901

支払利息 54,878 52,997

投資有価証券評価損益（△は益） － 19,281

役員退職慰労未払金戻入益 △53,362 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

売上債権の増減額（△は増加） △343,417 △1,026,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △137,183 △291,481

仕入債務の増減額（△は減少） 1,114,657 1,223,549

その他 △237,866 172,548

小計 250,902 415,568

利息及び配当金の受取額 5,748 5,141

利息の支払額 △53,029 △49,761

法人税等の支払額 △6,772 △9,428

法人税等の還付額 87,542 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 284,391 361,519

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △92,531 △42,062

担保預金の預入による支出 △51,948 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,630 △12,505

有形固定資産の売却による収入 1,310 870

投資有価証券の取得による支出 △2,240 △2,512

投資有価証券の売却による収入 174 3,000

その他 △8,614 △12,043

投資活動によるキャッシュ・フロー △160,480 △65,253

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △30,000 －

長期借入れによる収入 1,360,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △1,151,048 △763,356

社債の発行による収入 － 300,000

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

リース債務の返済による支出 △2,119 △2,760

自己株式の取得による支出 － △137

配当金の支払額 － △14,599

財務活動によるキャッシュ・フロー 136,831 79,146

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 260,737 375,403

現金及び現金同等物の期首残高 1,681,078 1,770,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,941,815

※
 2,145,454
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　これによる営業利益及び経常利益に与える影響は軽微でありますが、税

金等調整前四半期純利益は7,060千円減少しております。また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,935千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は、営

業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３

四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は4,198千円であります。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「担保預金の預

入による支出」（当第３四半期連結累計期間39千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結累計期

間より投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は、営

業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３

四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は2,383千円であります。　

　

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

17/26



【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的

な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を

省略し前四半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法

により算定しております。

３．固定資産の減価償却の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,798,583千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,765,552千円で

あります。

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日を持って決済処理しております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

であったため、次の第３四半期連結会計期間末日満期

手形が当第３四半期連結期間末残高に含まれておりま

す。 

受取手形  59,445千円

支払手形  467,250千円

 　　　　　　　　　───────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 427,484千円　

退職給付費用 43,130千円　

貸倒引当金繰入額 4,517千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 527,041千円　

賞与引当金繰入額　 21,142千円　

退職給付費用 52,440千円　

貸倒引当金繰入額 1,599千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 142,507千円　

退職給付費用 14,082千円　

貸倒引当金繰入額 877千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 161,899千円　

賞与引当金繰入額　 21,142千円　

退職給付費用 17,668千円　

貸倒引当金繰入額 552千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定　 2,369,037千円

預入期間３か月超及び担保に供し

ている定期預金　
△427,221千円　

現金及び現金同等物　 1,941,815千円　

 

現金及び預金勘定　 2,602,829千円

預入期間３か月超及び担保に供し

ている定期預金　
△457,375千円　

現金及び現金同等物　 2,145,454千円　

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　5,072,000株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　206,576株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 14,599 3  平成22年３月31日 平成22年６月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
販売事業
（千円）

受託製造事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,719,394343,3763,062,771 － 3,062,771

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,879 148,226 151,105(151,105) －

計 2,722,274491,6023,213,877(151,105)3,062,771

営業利益又は営業損失（△） 10,342 △9,276 1,066 10,074 11,140

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
販売事業
（千円）

受託製造事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 6,033,003897,0476,930,050 － 6,930,050

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,602 325,011 330,614(330,614) －

計 6,038,6061,222,0597,260,665(330,614)6,930,050

営業利益又は営業損失（△） △197,811△44,769△242,580 27,694△214,886

　（注）１．事業区分の方法

事業は、内部管理上採用している事業の性質を考慮して区分しております。

２．各区分に属する事業の内容

事業区分 事業の内容

販売事業 電子機器・機械装置の販売

受託製造事業 電子機器・機械装置の組立等の受託製造

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。　

　当社グループは、当社（内外テック株式会社）及び連結子会社１社（内外エレクトロニクス株式会社）に

より構成され、半導体メーカー、半導体製造装置メーカー、ＦＰＤ製造装置メーカー、太陽電池製造装置メー

カー及び電子機器メーカーを主要顧客として、販売、製造別のセグメントから構成されており、「販売事業」

及び「受託製造事業」の２つを報告セグメントとしております。　

　「販売事業」は、半導体製造装置、ＦＰＤ製造装置等に使用される各種コンポーネンツ及び同装置を国内

メーカーから仕入れ、主に国内ユーザーに販売しております。「受託製造事業」は、半導体関連及びＦＰＤ製

造装置メーカー等に対し、装置組立・受託加工・工程管理・情報機器組立・保守メンテナンス等の受託製造

事業を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

　 
報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 11,954,750884,75212,839,503 － 12,839,503
セグメント間の内部売上高又
は振替高

23,452 838,084 861,536△861,536 －

計 11,978,2021,722,83613,701,039△861,53612,839,503

セグメント利益 174,032　 67,781　 241,813　 26,627　 268,441　

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

　 
報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 3,837,370307,8834,145,253 － 4,145,253
セグメント間の内部売上高又
は振替高

8,648 244,252 252,901△252,901 －

計 3,846,019552,1354,398,155△252,9014,145,253

セグメント利益 27,848 25,073 52,921 9,526 62,448

（注）１．セグメント利益の調整額（当第３四半期連結累計期間26,627千円及び当第３四半期連結会計期間

9,526千円）は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（追加情報）　

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。　　　

　　

（金融商品関係）

著しい変動が認められませんので、金融商品関係の注記を省略しております。　

　

（有価証券関係）

著しい変動が認められませんので、有価証券関係の注記を省略しております。　

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象より除いておりま

す。　

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

著しい変動が認められませんので、資産除去債務関係の注記を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

著しい変動が認められませんので、賃貸等不動産関係の注記を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 267.84円 １株当たり純資産額 223.05円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 37.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 42.67円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △181,774 207,615

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△181,774 207,615

期中平均株式数（千株） 4,866 4,866

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 12.22円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 5,465 59,460

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 5,465 59,460

期中平均株式数（千株） 4,866 4,865

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　著しい変動が認められませんので、リース取引関係の注記を省略しております。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

23/26



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安　　義利　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月10日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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